
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

マツノマダラカミキリに対して殺虫力が強いボーベリア菌（ボーベリア・バッシアーナ）が選抜され、秋季に伐採してはい積みした松くい虫
被害木に対し培養した不織布を使用する殺虫方法が検討されている。そこで、この不織布を使用し、立木の状態で樹皮下に生息する幼
虫の殺虫方法を検討した。 

［成果内容］ 

１．1.5ｍの蛇腹円筒を装着したヘリコプターを樹上に停止させ、１組ずつ５回と５組一括で投下したところ、５組一括で投下したほうが１組
ずつより樹幹に接近して懸垂した（表ー１）。 

２．ヘリコプターからの投下によって懸垂した不織布の伐採時の落下状況は、供試木によって大きな差が見られた（図ー１）。 

３．マツノマダラカミキリ幼虫のボーベリア菌による死亡は樹皮下や材中で確認され、死亡率（B.b.死亡率）は30組投下（Ａ）区では、樹幹
で14％、枝で35％を示した（図ー２）。 

４．30組投下（Ａ）区で樹高別のボーベリア菌による死亡率（B.b.死亡率）をみたところ、不織布の懸垂した梢端部で幼虫の死亡が多かっ
た（図ー３）。 

［留意事項］ 

１．ボーベリア菌培養不織布は、20cm程度の間隔で木綿糸を使用して結束すると懸垂しやすい形状となる。 

［普及対象地域］ 

県下全域 

［行政上の措置］ 

 ボーベリア菌（ボーベリア・バッシアーナ）は未だ農薬登録されていないので、登録後に使用する。 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

部門 林業 対象 研究 

課題名：ボーベリア菌投下法によるマツノマダラカミキリ防除の試み 

［要約]  

 伐倒駆除が困難な崖や急傾斜地で枯損したマツ立木の樹皮下で繁殖するマツノマダラカミキリ幼虫を環境に配慮する
形で駆除するため、天敵微生物であるボーベリア菌を培養した不織布を空中から投下する方法を検討し、幼虫を駆除す
ることが可能であることを明らかにした。 
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